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縄
に
あ
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提だ
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樹じ
ゅ

長な
が

谷た
に
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さ
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〈
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歴
〉

一
九
七
三
年
滋
賀
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れ
。
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大

学
、
大
谷
専
修
学
院
、
大
谷
大
学

大
学
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修
士
課
程
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。
二
〇
〇
一
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よ
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真
宗
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谷
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沖
縄
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法
政
大
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縄
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化
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所
国
内
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上
人
の
門
弟
と
な
り
善
宗
と
名
を
改
め
ま
し

た
。
楢
谷
へ
戻
る
際
に
、
親
鸞
聖
人
の
御ご

真し
ん

影ね
い

を
は
じ
め
、
袈
裟
・
名
号
な
ど
法
宝
物
を
多
く

た
ま
わ
り
ま
し
た
。
楢
谷
へ
帰
る
と
道
場
を
開

き（
現
在
の
楢ゆ

う

谷こ
く

寺
）、手
厚
く
教
化
活
動
を
お

こ
な
い
、
村
人
か
ら
も
慕
わ
れ
る
熱
心
な
念
仏

者
で
あ
り
ま
し
た
。

赤
尾
の
道ど

う
し
ゅ
う宗

　

五
箇
山
赤
尾
谷（
南
砺
市
）出
身
の
弥
七
は
、

子
ど
も
の
頃
に
両
親
を
亡
く
し
ま
し
た
。
若
く

し
て
世
の
無
常
を
知
っ
た
弥
七
は
、
十
八
歳
の

こ
ろ
に
蓮
如
上
人
に
出
遇
い
、
門
弟
と
な
り
、

道
宗
と
い
う
名
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
仏
恩
を

決
し
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
、
阿
弥
陀
さ
ま
の

本
願
に
な
ぞ
ら
え
て
四
十
八
本
の
薪
を
並
べ
た

上
に
寝
て
い
た
そ
う
で
す
。　

　　

三
人
は
蓮
如
上
人
を
た
ず
ね
、
飛
騨
の
中
心

道
場
の
再
興
を
懇こ

ん

願が
ん

し
ま
し
た
。
蓮
如
上
人
は

こ
の
願
い
を
聞
き
、
子
で
あ
る
本
願
寺
九
世
実

如
上
人
に
取
り
計
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
内
ヶ

島
氏
と
正
蓮
寺
は
本
願
寺
の
計
ら
い
に
よ
り
和

睦
し
ま
し
た
。

　

こ
の
三
人
の
働
き
か
け
が
な
か
っ
た
ら
、
飛

騨
に
真
宗
は
息
づ
い
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

る
現
場
を
目
の
当
た
り
し
た

中
で
、
自
分
の
親
兄
弟
、
子

ど
も
の
死
と
ど
う
向
き
合
う

の
か
と
い
う
時
、「
悼い

た

む
」
や

「
弔と

む

ら
う
」
で
は
間
に
合
わ

ず
、
適
切
と
は
言
え
な
い
が
、

「
慰
霊
」
と
い
う
表
現
し
か

見
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
あ
る
講
師
が
指

摘
さ
れ
た
こ
と
で
す
。「
慰

霊
」
と
い
う
表
現
の
向
こ
う

側
に
、
表
現
し
よ
う
の
な
い

深
い
痛
み
や
悲
し
み
が
込
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
親
鸞
聖
人
の

著
作
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が

引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
海
の
水
が
一
様
に
塩
辛
い

の
と
同
様
に
、
世
界
は
煩ぼ

ん

悩の
う

に
満
ち
溢あ

ふ

れ
て
い
る
。
集

ま
っ
た
悪
党
は
手
に
髑ど

く

髏ろ

を

持
ち
、
手
の
ひ
ら
を
血
で
染

め
、
互
い
に
殺
し
あ
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
悪
の
衆
生

の
中
に
あ
っ
て
、
私
（
釈
迦
）

は
菩
提
樹
の
下
で
悟
り
を
ひ

ら
い
た
。」（『
教
行
信
証
』

化
身
土
巻
）

　

お
釈
迦
様
の
時
代
も
親
鸞

聖
人
の
時
代
も
、
ま
さ
に
人

が
人
を
殺
す
世
界
の
真
っ
只た

だ

中な
か

に
あ
っ
た
の
で
す
。
沖
縄

の
菩
提
樹
は
70
年
前
の
戦
争

で
手
の
ひ
ら
を
血
に
染
め
た

現
場
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

沖
縄
は
、
い
ま
も
米
軍
基
地

と
い
う
殺
し
あ
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
施
設
の
中
に
あ
る

の
で
す
。

　

仏
教
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

「
法ほ

う

輪り
ん

」
は
円
盤
型
の
武
器

を
か
た
ど
っ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
武
力
で

も
っ
て
国
を
支
配
す
る
の
で

は
な
く
、「
仏
法
」
に
よ
っ

て
国
を
治
め
る
象
徴
で
あ
る

と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄

菩
提
樹
苑
を
参
拝
し
た
ダ
ラ

イ
ラ
マ
14
世
は
、「
暴
力
で

問
題
は
解
決
で
き
な
い
こ
と

を
過
去
の
歴
史
は
明
確
に
物

語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
21
世

紀
、
平
和
的
対
話
の
み
が
私

た
ち
に
残
さ
れ
た
平
和
実
現

の
た
め
の
唯
一
の
手
段
で
す
。

（
以
下
略
）／
釈
迦
の
チ
ベ
ッ

ト
人
弟
子
ダ
ラ
イ
ラ
マ
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
ま
し
た
。

法
輪
に
象
徴
さ
れ
る
も
の
の

一
つ
は
「
対
話
」な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
争

う
こ
と
を
や
め
ら
れ
な
い
煩

悩
に
振
り
回
さ
れ
る
私
た
ち

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
か

し
そ
れ
を
推
し
進
め
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
争
い
を
平
和

的
な
対
話
を
と
お
し
て
解
決

す
る
こ
と
が
、
菩
提
樹
と
法

輪
が
象
徴
す
る
仏
教
徒
の
す

が
た
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
各
地
で
戦
後
70
年

の
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

沖
縄
で
は
組
織
的
な
地
上
戦

が
終
結
し
た
と
さ
れ
る
６
月

23
日
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

こ
の
日
を
県
が
「
慰い

霊れ
い

の
日
」

と
定
め
、
学
校
や
公
共
機
関

が
休
み
と
な
り
、
県
主
催
追つ

い

悼と
う

行
事
以
外
に
も
各
集
落
で

行
事
が
開
催
さ
れ
、
沖
縄
中

が
戦
没
者
の
追
悼
と
平
和
の

想
い
を
確
か
め
る
一
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
慰
霊
」
で
す
が
、

私
に
は
少
し
違
和
感
の
あ
る

表
現
で
し
た
。
真
宗
の
伝
統

が
強
い
地
域
の
寺
院
に
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
日

常
生
活
で
耳
に
し
な
い
言
葉

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な

違
和
感
も
数
年
過
ご
す
う
ち

に
な
ん
と
な
く
慣
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
あ
る
「
菩
提

樹
」
と
の
出
遇
い
を
と
お
し

「
慰
霊
」
に
つ
い
て
あ
ら
た

め
て
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

沖
縄
島
最
南
端
の
糸い

と

満ま
ん

市し

は
、
沖
縄
戦
で
多
く
の
住
民

が
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
亡
く

な
ら
れ
た
場
所
で
す
。
集
落

に
よ
っ
て
は
住
民
の
過
半
数

が
巻
き
込
ま
れ
、
一
家
が
全

滅
し
た
家
系
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
に
イ
ン
ド
か

ら
分
木
さ
れ
た
菩
提
樹
が
植

樹
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
各

地
に
も
菩
提
樹
が
あ
り
ま
す

が
、
お
釈
迦
様
が
悟
り
を
開

か
れ
た
地
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
あ

る
菩
提
樹
は
、「
イ
ン
ド
ボ

ダ
イ
ジ
ュ
」
で
、
日
本
各
地

に
み
ら
れ
る
中
国
原
産
の
菩

提
樹
と
は
異
な
り
ま
す
。
し

か
も
、
こ
の
樹
は
ブ
ッ
ダ
ガ

ヤ
の
菩
提
樹
と
ゆ
か
り
が
あ

り
、
沖
縄
戦
戦
没
者
の
「
慰

霊
」
と
「
平
和
」
の
た
め

に
、
そ
の
菩
提
樹
を
管
理
す

る
「
大
菩
提
協
会
」
が
特
別

に
分
木
を
認
め
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

こ
の
菩
提
樹
を
縁
に
毎
年

「
成じ

ょ
う

道ど
う

会え

」（
お
釈
迦
様
が

悟
り
を
ひ
ら
か
れ
た
12
月
８

日
に
開
催
す
る
仏
事
）
を
お

釈
迦
様
の
悟
り
と
「
慰
霊
」、

そ
れ
か
ら
「
平
和
」
の
テ
ー

マ
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
法
会
で
、
私
は
「
慰
霊
」

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
大
切

な
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

沖
縄
戦
に
巻
き
込
ま
れ
死
ん

で
い
っ
た
人
々
の
遺
族
は
、

大
量
の
人
が
殺
し
、
殺
さ
れ

「平和の礎
いしじ

」に手を合わせる遺族

法輪

蓮如上人の三人の門弟
飛騨の真宗

伝承散歩⑮
　

一
四
〇
〇
年
代
後
半
、
白
川
郷
を
領
有
し
よ

う
と
し
て
い
た
内
ヶ
島
氏
は
真
宗
門
徒
の
勢

力
を
恐
れ
、
正
蓮
寺（
照
蓮
寺
）を
焼
き
討
ち
に

し
、
正
蓮
寺
は
滅
亡
の
危
機
に
陥
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
、
飛
騨
・
越
中
の
三
人
の
蓮
如
上
人
の

門
弟
が
中
心
と
な
り
、
正
蓮
寺
の
再
興
に
向
け

て
門
徒
た
ち
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。

牧
ヶ
野
の
唯ゆ

い
じ
ょ
う乗

　

近
江
の
武
士
、
故ふ

る

石い
し

久ひ
さ

之の

丞じ
ょ
う

唯た
だ

乗の
り

は
応
仁

の
乱
の
後
、
白
川
郷
牧
ヶ
野（
荘
川
町
）に
隠い

ん

遁と
ん

し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
年
に
吹
雪
に
遇
い
亡

く
な
り
、
残
さ
れ
た
子
は
正
蓮
寺
に
預
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
子
は
文
明
十
三（
一
四
八
一
）年

に
蓮
如
上
人
の
門
弟
と
な
り
、
唯
乗
と
名
の
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
牧
ヶ
野
に
道
場
を
開
き
ま

し
た
。
非
常
に
情
け
深
い
人
で
、
生
き
物
に
も

優
し
く
、
春
に
は
道
場
に
燕
が
た
く
さ
ん
集
ま

り
、
巣
を
た
く
さ
ん
作
っ
た
た
め
、「
燕
の
蔵
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
現
在
は
荘
川
町
寺
河
戸
の

燕
聚
山
遊
浄
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
。

楢な
ら

谷だ
に

の
善ぜ

ん
し
ゅ
う宗

　

川
上
郷
奈
良
谷（
清
見
町
楢
谷
）の
開
拓
の
祖

と
い
わ
れ
る
郡
上
の
鷲わ

し

見み

氏
の
子
孫
に
彦
治
郎

と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。
文
明
三（
一
四
七
一
）

年
に
吉
崎
御
坊（
福
井
県
）へ
お
も
む
き
、
蓮
如

佐奈姫忌法要佐奈姫忌法要
さ な ひめ

墓前で法要を営み、
　 聞法の座をもちます。

会場：佐奈姫墓所・松本町公民館
日時：６月２６日（金）午後１時３０分から

法話：大町慶華 輪番
おおまち けい け

※別院から送迎があります。現地には駐車場がありませんので、
　参拝される方は午後１時までに別院事務所に集合ください。



家
族
で
語
ろ
う

女ひ
と

と
男ひ

と

の

　
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
⑧

会場：高山別院
参加費無料

戦後70年を迎えて パネル展・講演会開催戦後70年を迎えて パネル展・講演会開催

講演会講演会
講題：日本国憲法と本願
　　　―この国は何を捨て、
　　　　　どこへ向かおうとしているのか―
講師：平川宗信氏（名古屋大学名誉教授）
日時：7月27日（月）午後７時から

ひらかわむねのぶ

非戦・平和展 パネル展非戦・平和展 パネル展 ７月27日～８月16日（展示替えあり）
まる き い り とし

原爆の図（丸木位里・俊 作）ほか、非戦平和をテーマとした
パネルを展示します。

　京都の東本願寺に全国から子どもたちが大集合！みんなでおつとめしたり、
おそうじをしたり、お話を聞いたり、遊んだりしながら一緒に生活します。 
会　場　東本願寺（京都市）　　
参加費　１０,０００円（食費・保険等含む）
対　象　小学生４～６年生
締　切　７月２1日（火）

※お手次のお寺もしくは高山教務所にお申し込みください。

定員
40名

8月19日（水）～21日（金）

飛
騨
御
坊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
飛
騨
御
坊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
宮
城
県
女
川
町
を
中
心
に

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
参
加
者
を
募
集
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
高

山
別
院
℡
０
５
７
７

－

３
２

－

０
６
８
８
（
担
当
杉
野
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
日
　
　
程
　
７
月
４
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
６
日（
月
）

・
活
動
内
容
　
女
川
散
策
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　交
流
会

・
参
加
費
　
ひ
と
り

　
　
　
　
　
　
２
万
５
千
円

・
募
集
人
数
　
若
干
名

野菜提供のお願い野菜提供のお願い野菜提供のお願い
　福島県二本松市では、毎月10日と20日に「青空
市場」が開催されており、全国各地の野菜や果物
が届けられています。飛騨の野菜につきまして
も、まとめてお届けしておりますので、ご協力いた
だける方は高山別院までご連絡ください。

藤ふ
じ

場ば

芳よ
し

子こ
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定
例
法
座
・
法
話
（
午
後
１
時
か
ら
）　
○
6
月
２１
日（
日
）…
藤
守
博
氏［
常
光
寺
］　

○
6
月
２7
日（
土
）…
大
町
慶
華
輪
番　

○
6
月
２8
日（
日
）…
白
尾
宏
氏［
長
圓
寺
］　

○
7
月
１
日（
水
）…
牧
ヶ
野
良
三
氏［
遊
浄
寺
］　

○
7
月
１１
日（
土
）…
三
本
昌
之
氏［
蓮
德
寺
］　

○
7
月
１３
日（
月
）…
小
谷
秀
道
氏［
蓮
勝
寺
］「ひだご坊」ホームページ http://www.buddhist-of-hida.jp/ 記事についてのお問い合わせは高山教務所まで ☎（0577）32-0776

　

ご
回
壇
案
内

ご
回
壇
案
内

ごごごごごごごごごごご
回回回回回回回回回回
壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇
案案案案案案案案案案案
内内内内内内内内内内内

ごごごごごごごごご
回回回回回回回回
壇壇壇壇壇壇壇壇壇壇
案案案案案案案案案案
内内内内内内内内内内

ご
回
壇
案
内

ご
坊
文
化
講
座

　
　
　
　
　
（
第
１
回
）

ご
坊
文
化
講
座

　
　
　
　
　
（
第
１
回
）

ごごごごごごごごごごご
坊坊坊坊坊坊坊坊坊坊坊
文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化
講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座

ごごごごごごごごご
坊坊坊坊坊坊坊坊坊
文文文文文文文文文
化化化化化化化化
講講講講講講講講
座座座座座座座座

（
第
（
第
（
第
（
第
（
第
（
第
（
第
（
第第第第
１１１１１
回
１
回
１
回
１
回
１
回
１
回
１
回
）））））））））））

（
第
（
第
（
第
（
第
（
第
（
第
（
第第第
１１１
回
１
回
１
回
１
回
））））））））

ご
坊
文
化
講
座

　
　
　
　
　
（
第
１
回
）

高
山
二
組

若
声
会
公
開
学
習
会

『
原
点
が
存
在
す
る
』

高
山
二
組

若
声
会
公
開
学
習
会

『
原
点
が
存
在
す
る
』

高高高高高高高高高高高
山山山山山山山山山山
二二二二二二二二二二二
組組組組組組組組組組組

高高高高高高高高高
山山山山山山山山
二二二二二二二二二二
組組組組組組組組組組

若若若若若若若若若若若
声声声声声声声声声声声
会会会会会会会会会会会
公公公公公公公公公公公
開開開開開開開開
学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会

若若若若若若若若若
声声声声声声声声声
会会会会会会会会会会
公公公公公公公公公
開開開開開開開
学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会

『『『『『『『『『『『
原原原原原原原原原原原
点点点点点点点点点点点
ががががががががががが
存存存存存存存存存存存
在在在在在在在在在在在
すすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるる
』』』』』』』』』

『『『『『『『『『
原原原原原原原原
点点点点点点点点点
がががががががが
存存存存存存存存存
在在在在在在在在在
すすすすすすすす
るるるるるるるるる
』』』』』』』』』

高
山
二
組

若
声
会
公
開
学
習
会

『
原
点
が
存
在
す
る
』

【
６
月
】

28
日（
日
）真
蓮
寺［
鉄
砲
町
］

【
７
月
】

4
日（
土
）頓
乗
寺［
萩
原
町
］

5
日（
日
）西
方
寺［
清
見
町
］

　
　
　
　

光
雲
寺［
萩
原
町
］

　
　
　
　

玄
興
寺［
岡
本
町
］

11
日（
土
）永
養
寺［
萩
原
町
］

12
日（
日
）速
入
寺［
石
浦
町
］

13
日（
月
）願
生
寺［
岡
本
町
］

　
　
　
　

淨
福
寺［
小
坂
町
］

15
日（
水
）妙
覺
寺［
萩
原
町
］

17
日（
金
）久
々
野
教
会

［
久
々
野
町
］

18
日（
土
）本
光
坊［
下
呂
森
］

19
日（
日
）徃
還
寺［
一
之
宮
町
］

　
　
　
　

桂
林
寺［
馬　

瀬
］

　
　
　
　

慈
雲
寺［
萩
原
町
］

　
　
　
　

賢
誓
寺［
萩
原
町
］

26
日（
日
）蓮
光
寺［
馬　

瀬
］

　
　
　
　

西
教
寺［
朝
日
町
］

日
時　

７
月
24
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

講
師　

梶
井　

正
美
氏

　
　

（
元
高
山
市
助
役
・

飛
騨
学
会
代
表
）

講
題　
「
加
藤
清
正
公
の

歴
史
を
訪
ね
て
」

会
場　

高
山
別
院

　
　
　
　

庫
裡
ホ
ー
ル

会
費　

１
回　

６
０
０
円

　
　
　

３
回
通
し

　
　
　

会
員
１
０
０
０
円

　
　
　

一
般
１
５
０
０
円

日
時　

６
月
24
日
（
水
）

　
　
　

午
後
７
時
30
分
か
ら

会
場　

高
山
別
院
御
坊
会
館

講
師　

海か
い　

法ほ
う
り
ゅ
う龍
氏

　
　
　
（
東
京
教
区
長
願
寺
）

内
容　

歎
異
抄
第
７
章

　
　
　
「
有
障
を
生
き
る
道
」

聴
講
料　

５
０
０
円

　

次
回
は
酒
井
義
一
さ
ん
の
「
私
を

照
ら
す
ひ
か
り
の
言
葉
⑨
」
で
す
。

で
す
。
女
性
は
日
ご
ろ
男
女
平
等
を

主
張
し
て
い
る
の
に
、
い
ざ
と
な
る
と

「
長
」
の
付
く
仕
事
を
な
ぜ
引
き
受
け

な
い
の
か
。「
女
だ
か
ら
」
を
言
い
訳

に
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
虫
が

よ
す
ぎ
ま
せ
ん
か
と
い
う
厳
し
い
指
摘

が
こ
の
句
に
は
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
女
の
人
に
も
平
等
に
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
て
欲
し
い
」
と
言
い
な
が
ら
、「
で

は
、
あ
な
た
が
ど
う
ぞ
」
と
言
わ
れ
る

と
、「
い
え
、
私
に
は
そ
ん
な
能
力
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
な
た
か
他
の
人

に
」
と
身
を
か
わ
す
ず
る
さ
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
失
敗
を
し
た
場
合
に

「
や
っ
ぱ
り
女
だ
か
ら
」
と
非
難
さ
れ

る
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
性
差
と
い

う
よ
り
個
人
差
の
方
が
大
き
い
と
思
う

の
で
す
が
。

自じ

灯と
う

明み
ょ
う　

法ほ
う

灯と
う

明
み
ょ
う

　

ど
ん
な
仕
事
で
あ
れ
、
引
き
受
け
る

か
否
か
は
最
終
的
に
は
自
分
で
決
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
何

を
基
準
に
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

お
釈
迦
様
の
遺
言
と
し
て
伝
え
ら
れ
て

い
る
言
葉
に
「
自
灯
明　

法
灯
明
」

が
あ
り
ま
す
。「
自
ら
を
灯
明
（
た
よ

り
）
と
し
、
他
人
を
た
よ
り
と
せ
ず
、

法
を
灯
明
（
た
よ
り
）
と
し
、
他
の
も

の
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
せ
ず
に
あ
れ
」。

世
間
か
ら
の
ま
な
ざ
し
に
右
往
左
往
す

る
私
た
ち
。
一
方
で
「
あ
な
た
は
本
当

に
そ
れ
で
い
い
の
で
す
か
」
と
い
う
法

か
ら
の
問
い
か
け
。
私
を
私
以
外
の
誰

か
に
ゆ
だ
ね
る
の
で
は
な
く
、
私
自
身

の
心
の
奥
の
本
当
の
気
持
ち
に
耳
を
か

た
む
け
た
い
も
の
で
す
。

あ
る
日
の
保
護
者
会

　

小
学
校
の
保
護
者
会
で
の
こ
と
で
す
。

そ
の
日
は
ク
ラ
ス
の
委
員
長
を
決
め
る

日
で
し
た
。
参
加
し
た
お
母
さ
ん
た
ち

は
「
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
の
で
」

と
か
「
親
の
介
護
が
あ
る
の
で
」「
手

の
か
か
る
小
さ
い
子
が
い
る
の
で
」
な

ど
と
理
由
を
つ
け
て
な
か
な
か
引
き
受

け
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
そ
の
場
に
一
人

の
お
父
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ご
夫
婦
は
「
学
校
の
行
事
や
授
業

参
観
に
は
お
互
い
に
都
合
の
い
い
方
が

出
る
こ
と
に
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
日
は
お
父
さ

ん
が
参
加
し
た
の
で
す
。
内
心
「
委
員

長
を
決
め
る
な
ん
て
話
は
聞
い
て
な
い

ぞ
。
困
っ
た
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
沈

黙
が
続
い
た
後
、
一
人
の
お
母
さ
ん
が

言
い
ま
し
た
。「
〇
〇
ち
ゃ
ん
の
お
父

さ
ん
に
し
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
」。
す
る
と
他
の
お
母
さ
ん
た
ち

も
「
そ
れ
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
委
員

長
は
や
っ
ぱ
り
男
の
人
じ
ゃ
な
い
と
」

と
言
い
、
結
局
そ
の
お
父
さ
ん
が
引
き

受
け
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」

　

こ
う
い
う
状
況
は
保
護
者
会
だ
け
で

は
な
く
、
町
内
会
、
様
々
な
会
合
、
趣

味
の
会
な
ど
、
あ
ち
こ
ち
で
見
受
け
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仕
事

や
育
児
、
介
護
が
役
職
を
引
き
受
け
ず

に
す
む
理
由
に
な
る
と
思
わ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
今
は
パ
ー
ト
を
含
め
働
い

て
い
る
女
性
が
多
い
の
で
、
仕
事
だ
け

で
は
十
分
な
理
由
に
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
が
、
女
性
が
子
育
て
や
介
護
を
す
る

の
は
当
た
り
前
だ
と
い
う
社
会
通
念
が

ま
だ
残
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
理
由
が

受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
す
。
最
近
で
は

男
性
の
中
に
も
育
児
や
介
護
を
し
て
い

る
人
が
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
少
数
派
で
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど

の
保
護
者
会
の
本
音
に
は
「
△
△
ち
ゃ

ん
の
お
母
さ
ん
が
会
長
に
な
る
の
だ
け

は
イ
ヤ
だ
っ
た
の
に
」「
□
□
ち
ゃ
ん

の
お
母
さ
ん
、
ま
た
し
ゃ
し
ゃ
り
出

て
」
な
ど
と
後
か
ら
女
性
同
士
で
波
風

が
立
た
な
い
た
め
に
男
性
に
任
せ
て
お

け
ば
丸
く
お
さ
ま
る
と
い
っ
た
事
情
も

考
え
ら
れ
ま
す
。「
男
性
だ
か
ら
」
と

い
う
理
由
だ
け
で
上
手
く
持
ち
上
げ
ら

れ
て
し
ま
う
の
は
ち
ょ
っ
と
気
の
毒
な

気
が
す
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

押
し
付
け
る
理
由

　

今
回
取
り
上
げ
た
句
は
「
会
長
は　

男
の
人
に　

押
し
付
け
て
」
で
す
。
こ

こ
で
言
う
会
長
と
い
う
の
は
企
業
の
会

長
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
男
女
な
ど

関
係
な
く
誰
で
も
が
互ご

選せ
ん

で
な
れ
る
小

さ
い
規
模
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
い
う
意
味

　         

受
付
終
了
の
お
知
ら
せ

　

7
月
29
日（
水
）～
30
日

（
木
）開
催
の
「
児
童
夏
の

つ
ど
い
」
は
参
加
申
込
人

数
が
定
員
に
達
し
ま
し
た

の
で
、
受
付
を
終
了
し
ま

し
た
。


